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ୈ̐ষɹ̏ɽ地Ҭʹࠜࠩしͨྺ࢙จԽのࢹ

ʲετʔϦʔʳ
　市内を南に؏ྲྀする千種川には、かつて舟ӡ
が発ୡし、ߴ瀬舟による南ྲྀ通が׆発に行われ
ていた。「木」は、文字通り大工村へӡͼ込む
ための「木の（港）」であり、木・ஈノ上Ҩ
では、中世の༌入ಃ࣓が出土するなど、河口に
立地する港のようなੑ֨をもっていたようだ。
、はࣦわれているがࢭ雄地区では、かつてのߴ　
旧赤穂上水道の木取水井ԃには、ߴ瀬舟通行
路として使われたఅの名残を見ることができる。

瀬舟による舟ӡは、大正ߴ　 10（1921）年に敷
設された、ܰศమ道の赤穂మ道によるӡによっ
てその役目をऴえた。赤穂మ道のي道の多くは
市にدされて現ࡏは道路となっており、ࠜ木మ
橋のૅجが現ࡏも残る΄か、周世から原そして
の有年地区にൈける道は、現ࡏもమ道路ઢの景
。งғ気をそのままに残している、؍
　このように、ߴ雄地区には現ࡏも舟ӡやӡの
景؍、名残がΈられ、今にその歴史を伝えている。
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